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問
　
政
令
市
を
視
野
に
入
れ
た
合

併
の
議
論
が
進
ん
で
い
る
が
①
合
併

に
伴
う
財
政
上
の
負
担
は
②
県
と
の

協
議
状
況
は
。�

　
答
　
①
二
市
三
町
で
の
合
併
の
場�

合
、
約
七
百
十
億
円
の
事
業
費
が
必

要
と
な
る
が
、
合
併
特
例
債
の
交
付

税
措
置
が
十
年
間
で
約
五
百
億
円
と

な
り
、
本
市
一
般
財
源
か
ら
の
持
ち

出
し
は
約
二
百
十
九
億
円
と
想
定
し

て
い
る
②
政
令
市
移
行
に
は
県
と
の

調
整
が
必
要
だ
が
、
各
市
町
が
意
思

を
整
理
す
る
よ
う
県
の
指
導
が
あ
る

中
で
、
現
在
は
調
整
前
の
意
識
形
成

の
段
階
と
考
え
て
い
る
。�

���

　
問
　
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
グ
サ
ミ
ッ
ト

の
ユ
ネ
ス
コ
主
催
の
サ
イ
ド
イ
ベ
ン

ト
で
、
本
市
の
環
境
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
事
業
が
評
価
さ
れ
た
が
、
今
後
、

ユ
ネ
ス
コ
と
の
連
携
強
化
を
。�

　
答
　
全
国
で
も
活
発
な
活
動
を
行

っ
て
い
る
岡
山
ユ
ネ
ス
コ
協
会
と
ユ

ネ
ス
コ
本
部
と
の
連
携
の
中
で
、
本

市
へ
の
ユ
ネ
ス
コ
の
一
部
機
関
設
置

を
望
む
声
に
対
し
て
好
感
触
を
得
て

お
り
、
本
市
職
員
を
本
部
へ
派
遣
し

意
向
を
確
認
し
な
が
ら
、
協
力
連
携

の
可
能
性
を
探
り
た
い
。�

���

　
問
　
西
大
寺
地
域
中
心
市
街
地
活

性
化
推
進
協
議
会
で
カ
ネ
ボ
ウ
跡
地

の
活
用
策
を
検
討
し
て
い
る
が
①
内

容
は
②
今
後
の
全
体
計
画
の
展
開
は
。�

　
答
　
①
緑
の
多
い
公
園
、
住
宅
、

図
書
館
を
含
む
情
報
系
施
設
、
映
画

館
な
ど
市
民
生
活
に
密
着
し
た
方
向

性
が
示
さ
れ
て
い
る
②
国
の
外
郭
団

体
で
あ
る
�
都
市
み
ら
い
推
進
機
構

か
ら
、
低
・
未
利
用
地
活
用
促
進
モ

デ
ル
調
査
地
区
と
し
て
支
援
を
受
け

る
と
と
も
に
、
低
・
未
利
用
地
バ
ン

ク
へ
の
登
録
に
よ
り
、
民
間
か
ら
さ

ま
ざ
ま
な
提
案
が
得
ら
れ
る
と
考
え

て
い
る
。
民
間
資
本
の
導
入
を
視
野�

に
、
住
民
本
位
の
計
画
を
策
定
し
て

い
き
た
い
。�

���

　
問
　
市
街
化
調
整
区
域
内
の
下
水

道
整
備
効
率
が
高
い
地
区
を
①
認
可

区
域
に
編
入
し
て
は
②
整
備
す
る
場

合
の
負
担
の
考
え
方
は
。�

　
答
　
①
市
街
化
調
整
区
域
の
中
に
、

市
街
化
区
域
の
平
均
整
備
効
率
を
上

回
る
人
口
約
九
千
人
の
地
区
が
あ
り
、

現
在
、
認
可
区
域
編
入
の
た
め
の
基

準
づ
く
り
を
行
っ
て
い
る
。
平
成
15

年
度
に
事
業
認
可
取
得
の
手
続
き
を

進
め
、
地
元
要
望
を
踏
ま
え
て
実
施

モ
デ
ル
地
区
を
選
定
し
、
測
量
・
設

計
等
に
着
手
し
た
い
②
都
市
計
画
税

五
年
相
当
額
を
徴
収
す
る
こ
と
で
、

負
担
の
均
衡
は
図
れ
る
と
考
え
る
。�

���

　
問
　
現
在
、
本
市
で
管
理
す
る
個

人
情
報
の
多
く
を
外
部
委
託
で
処
理

し
て
い
る
が
、
漏
え
い
防
止
策
は
。�

　
答
　
受
託
関
係
者
を
み
な
し
公
務

員
と
し
て
規
制
す
る
こ
と
で
、
公
務

員
法
の
中
で
の
公
務
員
の
守
秘
義
務

と
同
様
な
法
制
措
置
が
で
き
な
い
か

研
究
し
て
い
る
。
国
の
個
人
情
報
保

護
法
案
の
動
向
を
踏
ま
え
、
市
独
自

の
条
例
化
も
視
野
に
検
討
し
た
い
。�

���

　
問
　
本
市
を
明
る
く
安
全
な
ま
ち

に
す
る
た
め
、
市
民
要
望
が
高
い
街

路
灯
・
防
犯
灯
の
設
置
推
進
を
。�

　
答
　
市
域
全
体
と
し
て
、
推
進
の

必
要
性
を
強
く
感
じ
て
お
り
、
太
陽

光
利
用
の
可
能
性
や
地
元
負
担
の
適

正
化
等
を
検
討
し
た
い
。
さ
ら
に
県

で
も
、
県
警
と
連
携
し
た
防
犯
灯
の

モ
デ
ル
的
設
置
の
議
論
が
進
ん
で
お�

り
、
県
と
も
相
談
し
な
が
ら
具
体
的

施
策
を
進
め
て
い
き
た
い
。�

　
問
　
平
成
14
年
か
ら
郵
便
局
や
Ｊ

Ａ
等
に
市
民
サ
ー
ビ
ス
窓
口
を
開
設

し
て
い
る
が
①
利
用
状
況
は
②
今
後

の
展
開
は
。�

　
答
　
①
開
設
後
半
年
余
り
で
約
一

万
件
の
利
用
が
あ
り
、
浸
透
す
れ
ば

さ
ら
に
増
加
す
る
と
考
え
る
②
高
齢

化
が
進
む
中
、
市
民
に
市
役
所
が
身

近
に
あ
る
良
い
ま
ち
と
感
じ
て
も
ら

え
る
よ
う
、
中
学
校
区
に
最
低
一
カ

所
の
窓
口
が
必
要
と
考
え
、
一
年
間

の
状
況
を
検
証
し
た
上
で
拡
大
を
検

討
し
た
い
。  �

���

　
問
　
一
層
の
増
加
が
予
測
さ
れ
る

児
童
虐
待
の
防
止
に
向
け
、
一
貫
し

た
総
合
的
施
策
の
展
開
を
。�

　
答
　
中
心
と
な
る
組
織
の
統
括
が

必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
新
た
に
岡

山
市
子
ど
も
虐
待
防
止
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
協
議
会
や
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会

議
を
設
立
し
、
専
任
職
員
を
配
置
し

た
い
。
本
市
は
児
童
相
談
所
の
権
限

�

　
　
月
定
例
市
議
会
で
は
、
二
十
四
人
の
議
�

員
が
、
議
案
や
市
政
全
般
に
つ
い
て
の
質
問

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
い
く
つ
か
を

取
り
上
げ
て
、
要
旨
を
掲
載
し
ま
す
。
　
�
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合
併
・
政
令
市
問
題
�

　
　
　
　
　
県
と
の
調
整
は
�

カ
ネ
ボ
ウ
跡
地
活
用
策
�

民
間
資
本
導
入
を
視
野
に
検
討
�

市
街
化
調
整
区
域
内
の
�

　
　
　
下
水
道
整
備
推
進
へ
�

防
犯
灯
の
設
置
推
進
で
�

明
る
く
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
�

市
民
サ
ー
ビ
ス
窓
口
�

　
　
　
　
　
　
拡
大
を
検
討
�

�児
童
虐
待
防
止
に
向
け
て
�

市
管
理
の
個
人
情
報
�

　
　
漏
え
い
防
止
に
向
け
て
�

�ユ
ネ
ス
コ
と
の
連
携
強
化
へ
�

安心して老後を送るために（訪問介護）�

新たなにぎわいの核へ～�
　　　　　開発が待たれる林原駐車場付近�

一層一層の市民の市民サービス向上向上を目指して（中仙道郵便局中仙道郵便局）�一層の市民サービス向上を目指して（中仙道郵便局）�

吉備路の魅力を全国に（吉備津神社）�


